
2023年 第 24回認定看護管理者会総会・研修会の報告 

 

日  時： 2023年 2月 4日（土） 10：00～16：00 

開  場： ハイブリット方式  

       １）東京都港区 汐留ビルディング 14階 システナ本社 

       ２）Zoomによるオンライン 

参加者数： 184名 委任状： 305名 （会員総数： 852名  2022年 12月 5日現在） 

       会則第 14条に従い、委任状を含め過半数を超えたため総会は成立した。 

 

総  会（10：00～11：15）

 

報告第 1号 2022年事業報告（重点目標総括他） 

報告第 2号 2022年会計報告・会計監査報告 

議案第 1号 2023年事業計画 

議案第 2号 2023年予算 

議案第 3号 役員改正  

 

 ●総合司会 長田副会長・田中副会長 

リモートでの投票率確認のために採択をやり直したが、すべての議案について承認された 

2023年は下記の活動計画を以って、各地区ブロック役員とともに活動する。 

Ⅰ．働き続けられる職場環境改善を推進する 

１．看護職の処遇改善状況を把握し、情報提供する 

２．セカンドキャリアを含めた看護管理者のキャリアデザイン策定を支援する 

Ⅱ．認定看護管理者の活動を可視化し差別化を図る 

１．研究プロジェクト活動において認定看護管理者の活動を明らかにする 

２．認定看護管理者の配置を診療報酬に改定に提案する 

Ⅲ．地区ブロック活動の活性化を図り、認定看護管理者の連携を強化する 

１．都道府県の認定看護管理者会の会と連携し、看護管理の課題を共有する 

２．地域における次世代の看護管理者育成を支援する 

 

地区ブロック別懇談会（11：15～12：00） 

会場参加者は 1グループ、リモート参加者は地区ブロック毎で 13グループ（計 14グループ）

に分かれて、2023年の活動計画と研修計画をテーマに意見交換した。 

セカンドキャリアや処遇改善についての情報発信や展開について、看護管理者としての課題

が共有された。 

 

ランチョンセミナー（12：10～12：40） 参加者： 169名 

「メディカルプラネックスのご紹介」 

講師：テルモメディカルプラネックスセンター長 真鍋智子氏 

プラネックスセンターは、テルモが「ブランディングとトレーニング」という 2つのミッシ



ョンを実現するために、神奈川県に建設した医療者向けの研修施設である。設立から安全・

感染対策に取り組んでいる企業であり、医療現場で必要とされる研修を様々な形で提供し

ている。一般開放していないので、希望者は各施設の担当者を通じて利用できることが案内

された。 

 

 

特別講演（13：00～14：30）   参加者： 252名 

「管理職としてのキャリアデザインとセカンドキャリアを考える」 

講師：法政大学キャリアデザイン学部 教授 廣川進氏 

看護管理者は、自分自身と後輩のキャリアデザインを考

える立場にあるが、過剰適応や他者主導の視点になりやす

い傾向にある。最近は、会社主導のキャリア開発から自立型

のキャリア志向に変わり、若者たちは自分のキャリアにつ

いては自分で考え、他者との「語り」を通してデザインする

等、キャリアの考え方も変化していることが説明された。 

また、「総合的人生設計シート」が紹介され、描くことで

未来志向の発想が生まれる等、多くのヒントが提供された。看護管理者として、思考の整

理や新たな目標設定につながる研修になった。

 

実践報告（14：40～15：55） 報告者 3名   参加者： 227名  

 １．「セカンドライフで体験していること」 

特別養護老人ホーム ボニュール根上苑         運営総括 山下順子氏 

 ２．「私のキャリアデザイン～管理者として輝き続けるために～」 

      京都清水メディケアシステム医療法人清水会 法人本部医療支援事業部 

看護統括部長 髙野佳子氏 

 ３．「私のキャリア —自治体病院定年退職後に医療法人勤務を体験して思うこと—」 

      医療法人愛全会 愛全病院              看護部長 仁木恵美子氏 

 

●実践報告者  山下順子氏       髙野佳子氏     仁木恵美子氏 

     



 セカンドキャリアの選択方法や実践の場はそれぞれに異なるが、自らのキャリアを振り

返り、その延長線上に新たな役割を位置づけて活き活きとキャリアを継続している点は共

通していた。報告者に自分の姿を重ねて聞いていた参加者も多かったと思う。 

 

最後に 

 2023 年は会長交代という節目の年だが、新型コロナウィルス感染症が終息せず、ハイブ

リット形式での開催となった。遠方の会員も参加しやすいというメリットはあったが、画像

や音声トラブル等改善すべき課題も残った。 

 研修会では、看護管理者自身がキャリアを他人事にせず自分で決める楽しみを味わうこ

とや、他の看護管理者の経験を共有することの大切さを再認識した。今後は、地区ブロック

の枠を越えて遠方の認定看護管理者とも気軽に情報交換できる会にしていきたいと思う。 

以上 

 


